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とが認識されてきていた。その背景である「貧困」を課題化し、取り組んでいくための新しい動きと
して「貧困問題プロジェクト」の動きがある。 








がその任務とされ、4 つの地区別チームと 2 つの特別チームが組織された14。会議は全部で 4 回開か
れており、途中の 2016 年 11 月 24 日の第 1 回子どもの貧困対策市民シンポジウムにて、審議経過に
ついての中間報告がなされた。 














































 その後、2016 年 7 月 26 日には、稚内市子どもの貧困問題プロジェクト研究紀要『わっかないの子
ども・若者 2015』（以下、研究紀要）が発行された。研究紀要では、提言と提言を取りまとめるまでの
貧困対策プロジェクト会議の活動の経過がまとめられており、加えてそれぞれの機関での実践レポー
トや子どもの貧困対策に関する思いが掲載されている。2016 年 11 月 22 日には、第 2 回子どもの貧




















































































































































































































































育学部教育経営学研究室編『地域教育経営に学ぶ』第 11 号、2009 年）、河野和枝「「稚内市子育て運動」30年の
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1978 年 1 月 非行問題懇談会発足  


















1998 年 「子育て運動」20 周年記念「第 10
回全市子育て交流会」 
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Regional response to educational tasks in Wakkanai city, Hokkaido 
―Pay attention to relation between Child Rearing Movement and Child’s Poverty Problem Project , 
Improving Scholastic Ability project－ 
 
●英文要約 
The subject of this paper is Wakkanai city, Hokkaido. Wakkanai City has a history or working on the 
movement of regional education movement and Gakkou Dukuri movement.This paper clarifies 
regional correspondence and ites development to today’s educational task in this area. Specifically, 
pay attention to Child’s poverty problem project and Achievement improvement project in 
Wakkanai city. 
  
